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※事業の推進方針は、前年度の事業評価書に基づいて記載しています。（Ａ…拡充　Ｂ…継続　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止）

保育所環境整備
費

福祉課 保育所の施設や設備の適正な整備・充実に努めます 7,927 165,181 Ｂ  P252

高齢者能力活用
推進事業費

保健介護課 シルバー人材センターに対しその運営費を補助します 5,322 5,322 Ｂ  P268

県営漁港事業負
担金

建設課
県管理漁港（豊浜、師崎、篠島）の機能強化事業等のため、県
が実施する事業に対し負担金を支出します 10,190 20,000 Ｂ  P189

労働環境対策事
業費

産業振興課
労働環境の改善支援、雇用の促進、勤労者の住宅難の緩和を
図るため、労働行政の円滑な運営に努めます 6,071 6,119 Ｂ  P207

漁港建設事業費
（公共）

建設課
漁港施設の長寿命化を図りつつ、大規模地震・津波に備えて、
災害に強い施設整備及び漁業従事者の労働環境改善を図る
ための施設整備を実施します

109,861 166,900 Ｂ P56 P187

漁港改良整備事
業費

建設課
漁港施設及び海岸保全施設の安全利用や機能維持のため、
施設の維持補修や護岸改良等を実施します 13,069 7,000 Ｂ  P188

農業用施設維持
管理費

建設課
農道、水路、ため池など老朽化の著しい農業用施設の維持修
繕や農地の保全及び農業生産基盤整備を実施します 18,755 13,507 Ａ  P180

漁港施設維持管
理費

建設課
町管理漁港（大井、日間賀、山海、豊丘）の緊急・小規模な施
設維持修繕等を実施します 5,744 6,238 Ｂ  P186

職員福利厚生費 総務課
職員健康診断、産業医面接指導など職員の福利厚生に係る
事務事業を実施します 2,074 2,249 Ａ  P124

人事関係費 総務課
会計年度任用職員に係る各種保険、町長交際費、職員採用な
どの事務事業を実施します 20,354 27,058 Ａ  P125

基本目標 地元をにぎわすしごとづくり

基本施策 働く環境づくり

本町の産業を持続可能なものとするため、次のような環境整備が必要となっています。
・人手不足の深刻化に対応するための、多様な人材が活躍できる職場環境整備
・農業用施設、漁業用施設等のインフラの老朽化対策
・産業の高度化を進めるための通信網の整備

町内で事業を営む事業者の生産活動や物流等が円滑に行われ、効率的に事業を営むことができる、インフラの
整備・維持を目指します。
女性や高齢者、外国人等、誰もが働き続け多様性を発揮し、付加価値の高い仕事ができる、町内の事業所等の
職場環境の整備を目指します。

・南知多町で女性や高齢者、外国籍町民、障がい者等、誰もが個々の能力を発揮できるよう就労を応援します。
・子育てしながら仕事がしやすい環境など、事業所等のワークライフバランス（仕事と生活の調和）への理解を促
進するとともに、環境整備への取り組みが求職者に伝わるよう情報発信を支援します。
・役場が率先して子育てと仕事を両立できる職場環境の整備に取り組むことで、南知多町全体の職場環境改善
への機運を醸成します。
・技能実習生等の外国籍町民が地域にとけこみ、安心して働くことができるよう支援します。
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６．町民意識調査によるニーズ等

７．管理指標（ｐｔ）　町民意識調査による満足度

８．評価委員会の総合評価

５．地域との協働に関する取組み状況
○技術の進歩についていくための学びを続ける（個人）。
○女性や高齢者、外国籍住民、障がい者など多様なひとが働くための、それぞれの環境に合わせた働き方や時
間帯を工夫する(事業者）。

自由記述意見から実現の可能性が高い又は条件によっては実現可能な提案等に関する記述のみを抜粋【関連する主な予算事業の番号】
①他県より移住し、町内外で様々な仕事をしました。「この町で働きたくない・雇われたくない」と思い起業を考えるも課題が多く、雇われても賃金は低く、旧
時代的で横柄という所ばかりでした。根本に近いところの問題なので、いっそのこと「町外で働き町内に住むことで納税を増やす」方が、高効率です。子ども
たちの預かり体制を強化し、安心して働けるよう町独自のサポートがあれば移住者は増えます。【9】
②元気な高齢者が比較的に多いと思われ、シルバー人材センターは貴重な役割を果たすと思う。しかし、需要という面では広く認識してもらうことが課題。
【10】
③「インフラの整備」をもっと具体的に進めてほしい。Wi-Fi完備の町営アパート・マンションなどリモートワークの需要が高まっている今こそチャンスだと思
う。【8】
④保育園児、小学生の下校時の見守りをもっとシルバーさんや老人会を活用して不審者から守る姿勢を見せてほしい。外国人に頼らない商工業を目指し
てほしい。逃げた人が不法滞在者になっていたら怖い。【10】
⑤道の駅をつくり、海の幸、山の幸を販売する。地元の食材を使ったレストラン等で高齢者や、女性が働く場を作る。【8】
⑥個人や事業者への啓発こそが重要。成功例を紹介することで取り組もうとされることもあるのでは。事業にゆとりが無いと厳しそう。
⑦外国の方と共存していくには住民一人ひとりが理解を示していくことである。今の現状、事業者は重要な戦力として雇用しているものの住んでいる我々
がどこか恐れを抱き関わらないようになっている。外国の方と共存するにはイベントで外国の方の良さを知ることができる催しがあるもいいのでは？
⑧企業の誘致活動について知りたい。
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